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ソプラズマ病病原体が Eimeria と近縁のものであることが明らかにされると，病原原虫としての Ei­
meria に対する関心が高まってきた。




実験動物は白色レグホン種系の鶏， 1 ~ 2 週令，体重 40~80g のものを用いた。病原体は Eimeria
acervulina および混合感染実験のために E. tenella，いずれも胞子包蔵オオシストを用いた。
(2) 感染様式と病原性
E. acervulina 単一種の 1 回感染では病原性は強くないが，その反覆的乃至連続的な感染では，宿
主の増体重抑制の影響は強く現われた。その程度は 1 回感染，反覆感染，連続感染問の差異のほか
に，初期の或る期間(発病まで)に感染したオオシストの総数によって支配される傾向が強かった。



















腸管の薬物吸収能の変化をしらべるため 感染各時期に経口時に負荷した Sulfa 剤の血中濃度を
測定した。感染 5 日後に有意な低値を示したが，感染10 日後には正常に回復した。
〔総括〕
コクシジウム原虫 E. acervulina は感染の仕方によっては，文献に報告されている以上に強い病原性














一方，野外において， E. tenella との混合感染がコクシジウム陽性例の33%を占めることから，実験
的に検討を加えたところE. tenella による致死作用を相乗的に増強することを認めた。
以上， E. acervulina の病原性について詳細な検討を加え， 2 , 3 の新知見を明らかにし得たことは，
コクシジウム症の疫学を考えるうえで大きな意義をもつものである。
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